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《総括》 

令和３年度、令和４年度体制として改選され、新体制が

発足しました。山本哲嗣部長（朱雀高校校長）を先頭に任

務遂行にあたってまいりました。また、昨年度まで総務部

でお力添えをいただきました先生方に厚く御礼を申し上げ

ますとともに、今年度から新たに総務部委員として加わっ

ていただきました先生方と高体連事務局の皆様の絶大な御

尽力をいただき１年を無事に全うできましたことに御礼と

感謝を申し上げます。 

今年度も前年度に引き続き、「新型コロナウィルス感染

症」感染拡大により、例年通り実施できる専門部は少なく、

無観客実施など、対応・工夫しながら、試合だけは実施で

きるようにと、ご尽力された専門部が多かったと思います。 

さて、２年ぶりに開催されました、令和３年度全国高等

学校総合体育大会は、「走れ 北信越の大地を とべ 北信越

の大空へ」として北信越ブロックの５県（福井県、新潟県、

富山県、石川県、長野県）と和歌山県において開催されま

した。また、その他の全国大会、全国高等学校定時制通信

制大会と併せて京都府選手団（選手722名）を派遣し、日頃

の練習の成果を遺憾なく発揮してくれました。学校対抗で

は、陸上競技で洛南、ウエイトリフティング女子で宮津天

橋、フェンシング女子で乙訓が優勝を、定通制大会では、

２競技３名が個人で優勝するという、素晴らしい成果を収

められました。 

また、三重県で開催予定だった国民体育大会は、中止と

なりましたが、冬に開催されました全国高校駅伝では、男

子・洛南が２位、女子・立命館宇治が４位と上位入賞を果

たされ、同時期には全国高校選抜大会も行われ、女子・バ

スケットボールで京都精華学園が２位、サッカーでは男

子・東山が５位、ホッケーでは女子・須知と立命館が５位

と素晴らしい成果を収められました。（令和３年２月中旬時

点） 

 

総務部主要事業の概要は以下のとおりです。 

（１）競技力向上事業 

 全国高校総体等に出場する府選手団の結団式を感染予防

のため縮小開催、動画配信で実施し、福井県で行われた総

合開会式に本連盟役員と代表選手で参加しました。 

中高接続事業は今年度９専門部で実施いただいています。

これは運動部活動の継続、強化がスムーズにつながること

を願って始められましたものであり、少子化が一層進む中

でさらなる工夫が求められます。 

（２）調査研究事業 

 青森県で実施された全国高等学校体育連盟研究大会には、

３名が参加しました。 

運動部活動指導者研修会は、感染予防のため参集中止、

代替として研修冊子を作成・配布しました。 

（３）普及広報事業 

 高体連新聞を発行。今年度は見やすさを重視し、写真を

増やし、紙面の大きさを見直し、大会結果や府内高校生の

活躍を伝えてまいりました。 

１ 総務部会の開催 

［第１回］ 

期日：令和３年４月16日(金) 

場所：ルビノ京都堀川「ひえい」 

内容：(１)令和３年度役員体制等について 

   (２)令和２年度事業報告・収支決算について 

   (３)令和３年度事業計画・収支予算について 

   (４)京都府高校総体について 

［第２回］ 

期日：令和３年６月28日(月) 

場所：ルビノ京都堀川「朱雀」 

内容：(１) 全国高校総体等京都府選手団結団式について 

   (２) 令和３年度京都府高校総体（定時制通信制）の

開催方針について 

［第３回］ 

期日：令和３年11月19日(金) 

場所：ルビノ京都堀川「アムール」 

内容：運動部活動指導者研修会の冊子作成について 

［第４回］参集中止し、資料による審議 

期日：令和４年１月24日(月)資料送付 

内容：(１)令和３年度事業実施状況について 

   (２)令和３年度予算執行状況について 

   (３)令和４年度事業計画について 

   (４)令和４年度予算編成について 

［第５回］ 

期日：令和４年２月21日(月) 

場所：ルビノ京都堀川「アムール」 

内容：令和３年度総括、令和４年度課題について 

 

２ 各事業 

  (１)競技力向上事業 

    ○強化事業の実施 

○中高接続事業の実施 

    ○全国高校総体等京都府選手団結団式の実施 

    ○全国高校総体・近畿定通大会の府本部役員業務 

  (２)調査研究事業 

    ○全国高等学校体育連盟研究大会派遣 

    ○加盟校運動部活動実態調査の実施 

  (３)普及広報事業 

    ○高体連新聞２回発行132号(10/14)、133号新入生

歓迎号(2022/4/1) 

    ○高体連誌の編集（年１回第61号） 

     (平成23年度第51号からＨＰ版としている) 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


